
考察と対応 
 
① アンケート 

○ほとんどの質問に対し、「あてはまる」「ややあてはまる」という肯定的な回答が８０％

をこえました。９０％以上の肯定的な回答した質問は「あいさつをしているか」「思い

やりをもっているか」「生徒会活動や学校行事に意欲的か」「教員は命の尊さやルールを

守る態度を育てているか」「教員は部活動指導に積極的か」「教員は生徒が過ごしやすい

環境を整えているか」「教員は生徒の学校での様子をＨＰ等で知らせているか」でした。 

 

→ほとんどの保護者様が学校に対して肯定的、協力的でした。今後も学校の強みと

して保護者様と協力しながら学校運営をしてまいります。 

 

●８０％に満たなかったものは「生徒は自分の進路について考えているか」でした。 

→入学時からの進路学習の継続、自分事として考えられる指導の工夫をしていきま

す。 

② 自由記述（要望のみ主なものを記載） 

●学習の苦手な生徒に補習などをしてほしい。 

→今年度は夏休みに校長による学習会（３年希望者）、１１月よりサポートティーチ

ャーによる学習会を実施しました（３年希望者）。今後とも学区内人材の活用も含め、

生徒の学習支援を行い、その情報を発信していきます。 

 

●教員の生徒に対する態度、言葉遣いに気をつけてほしい。 

→職員会議等で教職員に周知します。また、研修等に積極的に参加し、常に成長し

今を学び続ける教員の育成に努めます。 

 

●ＨＰの内容について、もっと生徒の活動の様子を写真等で記載してもらいたい。 

→学校行事等はもれなくアップしてきましたが、改善点として日々の活動について

発信を丁寧にしていきます。次年度に向けて情報担当教師を中心に対応していきま

す。 

 

●校則で縛りすぎていると思う。自主性が失われないかと心配になります。 

→現在生徒指導部を中心にルールのスリム化を行っています。また次年度にはその

情報を保護者、生徒に発信していきます。 

 

●熱中症対策が不十分な気がします。 

→今年度ＷＢＧＴ（暑さ指数）を体育館、グランドで測定し運動の制限を行いまし

た。次年度は生徒や保護者にもその情報を発信し、周知します。（今年度は体育館に

おいて暑さ指数が危険数値を超えた日はありませんでした） 














